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洲高を応援しよう 

～洲高魂いつまでも～ 

 

総会会場 霞が関ビルから国会議事堂をのぞむ 
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祖
父
、
永
田
秀
次
郎
に
つ
い
て
語
る 

 
 

 

洲
高
１
７
期
生 

永
田
秀
一
氏 

 

総会で、祖父 秀次郎氏について語る 永田秀一氏 

 

永
田
秀
次
郎(
青
嵐)

は
、
明
治

９
年
、
兵
庫
県
三
原
郡
倭
文
村
長

田
で
生
ま
れ
る
。
兵
庫
県
立
姫
路

中
学
校
を
経
て
、
旧
制
第
三
高
等

学
校
に
入
学
し
、
俳
句
に
親
し
む

こ
と
と
な
る
。
判
検
事
登
用
試
験
、

弁
護
士
試
験
、
高
等
文
官
試
験
に

も
合
格
し
た
が
三
高
卒
業
後
父
親

の
要
請
に
よ
り
淡
路
へ
戻
る
。 

 

ち
ょ
う
ど
そ
の
折
洲
本
中
学

(

現
洲
本
高
校)

で
、
教
師
解
雇
が

原
因
で
学
生
ス
ト
ラ
イ
キ(

首
謀

者
の
１
人
に
大
内
兵
衛
も
い
た)

が
起
こ
り
、
退
職
し
た
校
長
に
代

わ
っ
て
弱
冠
２
６
才
で
校
長
に
就

任
。
そ
の
後
、
内
務
官
僚
と
し
て

役
人
生
活
に
入
る
。
各
県
の
警
察

部
長
、
内
務
部
長
、
京
都
府
警
務

部
長
、
三
重
県
知
事
、
寺
内
内
閣

の
内
務
省
警
保
局
長
、
貴
族
院
議

員
、
後
藤
新
平
東
京
市
長(

当
時
の

助
役)

退
任
後
、
東
京
市
長
に
就
任

す
る
。 

 

大
正
１
２
年
、
就
任
間
も
な
く

関
東
大
震
災
が
発
生
。
多
く
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
後
の

東
京
の
復
旧
、
復
興
に
努
力
し
、

現
在
の
東
京
の
町
づ
く
り
に
貢
献

す
る
。
そ
の
間
、
拓
殖
大
学
学
長
、

第
二
次
東
京
市
長
、
初
代
全
国
ラ

ジ
オ
体
操
の
会
会
長
、
帝
国
教
育

会
長
、
広
田
内
閣
の
拓
務
大
臣
、 

阿
部
内
閣
の
鉄
道
大
臣
、
昭
和
１

７
年
に
は
陸
軍
事
務
嘱
託
軍
政
顧

問
と
し
て
サ
イ
ゴ
ン
に
赴
任
す
る

が
、
マ
ラ
リ
ヤ
、
テ
ン
グ
熱
に
か

か
り
、
東
京
に
送
還
後
、
死
去
。

６
７
才
で
あ
っ
た
。 

 

永
田
秀
次
郎
に
は
、
６
つ
の
”

名
前
と
顔
”
が
あ
る
。
「
政
治
家 

永
田
秀
次
郎
」「
俳
人
青
嵐
」「
随

筆
家
吾
耻
庵
」「
連
珠(

五
目
並
べ)

名
人
北
上
厳
」「
釣
り
師
高
田
実
」

「
タ
レ
ン
ト
秀
次
郎
」
そ
れ
ぞ
れ

が
超
一
流
と
言
わ
れ
た
。 

 

昭
和
５
年
２
回
目
の
東
京
市
長

に
就
任
し
た
秀
次
郎
は
、
当
時
唯

一
の
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
に
積
極
的
に
出
演
し
て
い
る
。

と
に
か
く
面
白
い
と
評
判
だ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
の
政
治
家
の
話
は
堅
く

て
難
し
い
。
そ
れ
に
対
し
秀
次
郎

は
誰
に
で
も
わ
か
る
や
さ
し
い
言

葉
で
話
し
か
け
淡
路
弁
を
交
え
て

は
笑
わ
せ
て
も
い
た
。
今
風
に
い

え
ば
「
な
ま
ド
ル(

な
ま
り=

方
言

で
話
す
ア
イ
ド
ル)

」
の
は
し
り
と

い
え
る
。 

 

秀
次
郎
は
５
分
程
度
の
ス
ピ
ー

チ
で
も
必
ず
原
稿
を
書
い
て
い
た
。

し
か
も<

こ
こ
で
お
茶
を
飲
む>

と

か<

こ
こ
で
机
を
た
た
く>

と
か
、

か
な
り
所
作
や
間
を
取
る
振
り
を

入
れ
て
は
緻
密
に
計
算
し
て
い
た

節
が
あ
る
。
そ
し
て
原
稿
を
頭
の

中
に
叩
き
込
む
と
原
稿
は
破
っ
て

捨
て
、
本
番
で
は
あ
た
か
も
思
い

つ
く
ま
ま
に
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
せ
て
い
た
。「
天
才
と

い
わ
れ
る
人
ほ
ど
努
力
す
る
人
は

い
な
い
」と
周
囲
か
ら
い
わ
れ
た
。 

 

秀
次
郎
は
、
東
京
市
長
時
代
に

喜
劇
の
天
才
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ

ッ
プ
リ
ン
と
会
っ
て
い
る
。
場
所

は
、
東
京
銀
座
の
天
ぷ
ら
店
。
そ

こ
で
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
有
名
な
台

詞
を
残
し
て
い
る
。「
昨
日
、
あ
な

た
の
映
画
を
見
ま
し
た
。
大
変
面

白
か
っ
た
」「
何
と
い
う
映
画
で
す

か
？
」「
担
え
銃
で
す
」「
あ
あ
恥

ず
か
し
い
。
あ
れ
は
自
分
に
と
っ

て
一
番
い
い
作
品
で
は
な
い
」「
で

は
、
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
映
画

は
何
で
す
か
？
」
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

は
即
座
に
答
え
た
。「
ザ
・
ラ
ス
ト

ワ
ン
！
」
一
作
ご
と
に
命
が
け
で

作
る
最
高
の
作
品
は
、
最
後
の
作

品
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
チ

ャ
ッ
プ
リ
ン
の
言
葉
に
秀
次
郎
は

大
い
に
感
動
し
た
。 

 

秀
次
郎
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な

い
出
来
事
は
、
や
は
り
関
東
大
震

災
で
あ
っ
た
。辞
世
の
句
と
し
て
、

「
震
災
忌
我
に
古
（
ふ
）
り
ゆ
く

月
日
か
な
」
と
よ
ん
で
い
る
。 

 

東
京
市
長
に
就
任
し
て
、
５
ヶ

月
後
で
あ
っ
た
。
行
方
不
明
者
、

死
者
１
０
万
人
以
上
、
猛
暑
で
遺

体
の
腐
敗
が
早
く
、
秀
次
郎
は
や

む
を
得
ず
、
遺
体
の
山
に
ガ
ソ
リ

ン
を
か
け
て
合
同
荼
毘
に
付
す
よ

う
命
じ
た
。
そ
の
こ
と
を
秀
次
郎

は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。 

 

秀
次
郎
は
震
災
の

翌
年
、
市
長
を
退
い
た

が
退
職
金
を
全
部
使

っ
て
高
野
山
に
震
災

慰
霊
堂
を
建
立
し
、
３

年
が
か
り
で
判
明
し

た
死
者
の
名
前
を
タ

イ
ル(

淡
陶
タ
イ
ル

社)

に
焼
き
付
け
て
永

久
保
存
し
た
。 

 

秀
次
郎
の
も
う
ひ

と
つ
の
大
き
な
功
績

は
、
東
洋
で
初
め
て
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
を
実
現
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。 

 

１
９
４
０
年(

昭
和

１
５
年)

神
武
天
皇
即

位
２
６
０
０
年
を
祝

福
す
る
国
家
的
祝
典
の
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
東
京
市
に
第
１

２
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
招
致

す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
と
こ
ろ

が
、
日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
は
日

中
事
変
を
は
じ
め
と
し
て
戦
雲
が

広
が
り
、
つ
い
に
開
催
す
る
こ
と

を
返
上
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

「
ま
ぼ
ろ
し
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

と
言
わ
れ
た
所
以
が
こ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
へ
の
先
鞭
を
つ
け
た

こ
と
は
間
違
い
な
く
、
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
と
言
え
よ
う
。 

 

永
田
家
近
く
の
小
高
い
丘
に
永

田
家
先
祖
代
々
の
墓
が
あ
る
。
丘

に
登
る
と
晴
れ
た
日
だ
と
慶
野
松

原
が
見
え
、
瀬
戸
内
海
を
望
む
こ

と
が
で
き
る
。
墓
地
に
は
大
き
な

松
の
木
が
あ
り
、
そ
こ
に
青
嵐
の

思
い
を
込
め
た
歌
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。 

「
海
晴
れ
て
松
風
清
き
丘
の
上
に

正
し
き
者
の
墓
と
呼
ば
れ
む
」
海

は
晴
れ
渡
り
風
で
松
が
揺
れ
る
丘

の
上
で
「
こ
こ
に
、
立
派
な
政
治

家
、
教
育
者
、
俳
人
、
随
筆
家
な

ど
肩
書
の
つ
い
た
人
と
し
て
で
は

な
く
、
真
に
清
く
正
し
く
生
き
て

き
た
人
が
眠
っ
て
い
る
よ
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い

と
、
正
し
き
道
を
立
派
に
歩
ん
だ

者
は
、
お
金
で
は
買
え
な
い
”
財

産
”
を
後
世
に
残
す
。 

 

政
治
と
カ
ネ
で
国
民
が
政
治
家

に
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
今
、「
人
間
、

永
田
青
嵐
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多

い
と
思
う
。 
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平成 26 年度 総会風景 
東京洲高同窓会 HP http://www.tokyosuko.jp にも、写真満載です。 

 

1 階でお出迎え 

 

 

 

受付準備も整いました 

 

支部長挨拶（松下祐治、昭和 40 年卒） 

 総会の開催です 

 

永田秀一氏の講演に聞き入る同窓生 

 

懇親会 乾杯！ 

 

今年も淡路島クイズ開催しました。 

http://www.tokyosuko.jp/
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あわじ弁で、恋バナ対決！ 

猛アピールの弁士の皆さん 

 

 

楽しい賞品選び 

賞品提供の皆さんありがとう。 

 

 

 

激論の末、回答カードをあげました 

 

昭和 24 年～昭和 28 年卒 

 

昭和 30 年～昭和 36 年卒 

 

 

出席の皆さんです。 

なつかしの顔ありますか。 
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昭和 45 年～昭和 47 年卒 

 

 

昭和 56 年～平成 12 年卒 

 

 

昭和 49 年～昭和 54 年卒 

 

 

昭和 37 年～昭和 40 年卒 

 

 

昭和 41 年～昭和 43 年卒 

 

 

締めくくりは合唱部のリードで校歌斉唱 
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首
都
圏
の
大
学
や
企
業
を
訪
問
す
る
未
来
探
求
東
京
ツ
ア
ー 

在
校
生
と
同
窓
会
東
京
支
部
が
交
流
！ 

 

平
成
２
５
年
度
の
総
会
・
懇
親

会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
淡
路
島

ク
イ
ズ
」
。
テ
ー
ブ
ル
対
抗
で
勝
者

か
ら
順
に
賞
品
を
選
べ
る
と
あ
っ

て
、
毎
回
白
熱
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
の
内
容
を
一
部
抜
粋
し
て
紹

介
し
ま
す
の
で
、
懇
親
会
に
参
加

さ
れ
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

 
 
 
 

Ｑ
１ 

平
成
２
７
年
度
か
ら
の
県

立
高
校
の
通
学
区
域
の
変
更
に
よ

り
、
洲
本
高
校
（
洲
本
市
）
と
同

じ
学
区
に
入
る
の
は
？ 

 

Ａ 

芦
屋
市 

 

Ｂ 

明
石
市 

 

Ｃ 

姫
路
市 

 

Ｑ
２ 

洲
高
Ｏ
Ｂ
で
、
漫
画
家
の

藤
堂
裕
さ
ん
の
作
品
「
由
良
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
」
の
一
節
で
（ 

 

）

に
入
る
の
は
？ 

「
（ 

 

）
と
た
ま
ね
ぎ
ぐ
れ
ぇ
し

か
誇
る
こ
と
の
な
い
こ
の
漁
師
町

に
俺
た
ち
は
、
生
ま
れ
た
」 

 

Ａ 

赤
ウ
ニ 

 

Ｂ 

太
刀
魚 

 

Ｃ 

ハ
モ 

 

Ｑ
３ 

洲
高
Ｏ
Ｇ
で
、
女
優
の
キ

ム
ラ
緑
子
さ
ん
が
高
校
時
代
に
入

っ
て
い
た
部
活
動
は
？ 

 

Ａ 

軽
音
楽
部 

 

Ｂ 

華
道
部 

 

Ｃ 

剣
道
部 

 

Ｑ
４ 

ど
れ
も
淡
路
島
と
同
じ
く

ら
い
の
大
き
さ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

最
も
面
積
が
近
い
の
は
？
（
国
土

地
理
院
・
外
務
省
デ
ー
タ
比
較
） 

 

Ａ 

琵
琶
湖 

 
Ｂ 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国 

 

Ｃ 
東
京
都
２
３
区 

 

Ｑ
５ 

淡
路
島
在
住
の
人
気
作
家

と
作
品
の
組
み
合
わ
せ
で
、
間
違

っ
て
い
る
も
の
は
？ 

 

Ａ 

湊
か
な
え 

 
 
 

『
夜
行
観
覧
車
』 

 
 

Ｂ 

大
鐘
稔
彦 

 
 
 

『
神
様
の
カ
ル
テ
』 

 
 

Ｃ 

田
島
征
彦 

 
 
 

『
じ
ご
く
の
そ
う
べ
え
』 

 

Ｑ
６ 

淡
路
島
の
ブ
ラ
ン
ド
食
材

の
名
称
の
う
ち
、
実
際
に
存
在
す

る
も
の
は
？ 

 

Ａ 

ど
ろ
ぶ
た 

 

Ｂ 

淡
路
島
３
年
と
ら
ふ
ぐ 

 

Ｃ 

な
の
花
っ
子 

 

Ｑ
７ 

さ
ま
ざ
ま
な
淡
路
島
バ
ー

ガ
ー
が
販
売
さ
れ
て
い
る
な
か
、

最
も
高
額
な
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
い

く
ら
（
税
別
）
？ 

 

Ａ 

１
０
０
０
円 

 

Ｂ 

２
０
０
０
円 

 

Ｃ 

３
０
０
０
円 

 

Ｑ
８ 

淡
路
島
の
特
産
品
の
う
ち
、

国
内
生
産
割
合
が
間
違
っ
て
い
る

の
は
？ 

 

Ａ
「
真
珠
核
」
４
割 

 

Ｂ
「
線
香
」
７
割 

 

Ｃ
「
吹
き
戻
し
」
９
割 

 

【
答
え
と
解
説
】 

Ｑ
１ 

Ａ
（
平
成
２
７
年
度
か
ら

淡
路
島
内
の
三
市
は
、
神
戸
市
、

芦
屋
市
と
同
じ
通
学
区
域
に
） 

Ｑ
２ 

Ｂ
（
洲
本
市
由
良
を
舞
台

に
し
た
作
品
） 

Ｑ
３ 

Ｃ
（
平
成
２
６
年
放
送
の

テ
レ
ビ
番
組
「
ぴ
っ
た
ん
こ
カ

ン
・
カ
ン
」
で
紹
介
さ
れ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
） 

Ｑ
４ 

Ｃ
（
淡
路
島
は
、
約
５
９

５
．
２
６
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

一
番
近
い
の
が
、
約
６
２
２
．
９

９
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
東
京
都

２
３
区
） 

Ｑ
５ 
Ｂ
（
大
鐘
稔
彦
氏
の
代
表

作
は
『
孤
高
の
メ
ス
』
な
ど
） 

Ｑ
６ 

Ｂ
（
天
然
の
い
か
な
ご
な

ど
上
質
な
食
事
を
与
え
ら
れ
、
福

良
湾
で
３
年
間
か
け
て
育
て
ら
れ

る
ト
ラ
フ
グ
の
こ
と
） 

Ｑ
７ 

Ｃ
（「
道
の
駅
う
ず
し
お
」

の
“
前
略
、
道
の
駅
バ
ー
ガ
ー
”

は
、
淡
路
牛
ロ
ー
ス
ス
テ
ー
キ
２

５
０
グ
ラ
ム
が
入
っ
て
お
り
、
３

０
０
０
円
で
も
赤
字
と
の
こ
と
） 

Ｑ
８ 

Ａ
（
真
珠
核
は
国
内
シ
ェ

ア
の
７
割
が
淡
路
島
で
生
産
） 

 

洲
本
高
校
２
年
生
の
有
志
が
首

都
圏
の
研
究
施
設
や
大
学
、
企
業

な
ど
を
訪
問
す
る
「
未
来
探
求
東

京
ツ
ア
ー
」
が
今
年
も
８
月
５
〜

７
日
の
２
泊
３
日
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

同
窓
会
東
京
支
部
で
は
、
毎
年

在
校
生
と
の
交
流
会
を
行
っ
て
お

り
、
自
身
が
進
学
や
仕
事
で
東
京

に
出
て
来
た
体
験
を
話
し
た
り
、

生
徒
か
ら
の
質
問
を
受
け
た
り
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
総
合
探
求

類
型
の
生
徒
２
２
人
が
上
京
。
同

窓
会
東
京
支
部
か
ら
は
、
津
田
支

部
長
の
ほ
か
、
５
名
の
役
員
が
参

加
し
、
子
ど
も
か
孫
く
ら
い
歳
の

離
れ
た
後
輩
達
と
の
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

           

こ
の
ツ
ア
ー
で
生
徒
達
は
、
東

京
大
学
や
筑
波
学
園
都
市
を
訪
問
。

ま
た
、
専
攻
に
分
か
れ
て
、
理
型

は
東
京
工
業
大
学
や
筑
波
宇
宙
セ

ン
タ
ー
を
、
ス
ポ
ー
ツ
型
は
筑
波

大
学
の
野
球
場
や
味
の
素
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の

経
験
が
、
将
来
へ
の
良
い
刺
激
に

な
る
こ
と
を
、
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。 

 

首
都
圏
へ
の
進
学
が
減
少
傾
向

に
あ
る
な
か
で
、
東
京
支
部
で
は

首
都
圏
の
魅
力
を
伝
え
、
少
し
で

も
生
徒
の
皆
さ
ん
の
参
考
に
な
る

活
動
が
今
後
も
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。 

                     
 

意
外
と
知
ら
な
い
故
郷
の
こ
と
。
懇
親
会
で
大
好
評
！ 

「
淡
路
島
ク
イ
ズ
」
に
あ
な
た
も
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
？ 

 
ナショナル 
オリンピックセンタ
ーにて、洲高 OB と 

 

在校生との交流会で 
支部長のあいさつ 

 

 

在校生、先生、役員で記念撮影 
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洲
本
高
校
同
窓
会 

東
京
支
部 

支
部
長
新
任
の
ご
挨
拶 

事
務
局
か
ら
ひ
と
こ
と 

東
京
支
部
の
活
動
と
は
？ 

高
校
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
に 

話
が
弾
み
ま
し
た
！ 

 
 

 
 

浜
辺
美
佳
子
（平
成
１
２
年
卒
） 

 

第
５
２
期
生
（
平
成
１
２
年
卒
）

の
同
窓
会
は
、
平
成
２
７
年
１
月

２
日
、
タ
イ
ム
ア
フ
タ
ー
タ
イ
ム

（
洲
本
市
塩
屋
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
約
１
０
年
ぶ
り
の
同
窓
会

で
し
た
が
、
恩
師
の
北
原
文
雄
先

生
、
野
口
哲
司
先
生
、
東
年
伸
先

生
を
は
じ
め
総
勢
約
９
５
名
が
出

席
し
ま
し
た
。 

 

卒
業
以
来
の
人
、
前
回
の
同
窓

会
以
来
の
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
が
、
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
す

ぐ
に
高
校
時
代
に
引
き
戻
さ
れ
、 

                 

つ
い
こ
の
間
ま
で
会
っ
て
い
た
よ

う
な
感
覚
で
話
が
弾
み
ま
し
た
。 

 

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
で
は
、
ビ

ン
ゴ
に
な
っ
て
景
品
を
獲
得
し
た

人
か
ら
順
に
近
況
報
告
を
行
い
ま

し
た
。 

 

大
盛
況
に
終
わ
っ
た
の
は
、
ひ

と
え
に
幹
事
の
方
々
の
日
程
設
定

の
妙
と
熱
心
な
呼
び
か
け
・
企
画

力
の
賜
で
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

母
校
と
故
郷
を
共
有
で
き
る 

貴
重
な
集
い
を
育
み
た
い 

 
 

 
 

 

津
田
喜
人
（昭
和
４
１
年
卒 

         

こ
の
た
び
「
東
京
洲
高
会
」
の

支
部
長
に
選
任
さ
れ
た
津
田
と
申

し
ま
す
（
正
式
に
は
洲
本
高
校
同

窓
会
東
京
支
部
で
す
か
ら
、
会
長

で
は
な
く
支
部
長
な
ん
で
す
）。 

 

昭
和
４
１
年
、
洲
高
を
卒
業
し

横
浜
に
、
そ
し
て
社
会
人
と
な
っ

て
か
ら
は
、
ず
ー
っ
と
東
京
勤
め
。

定
年
を
迎
え
時
間
に
ゆ
と
り
が
出

て
き
た
と
こ
ろ
で
同
期
か
ら
の
誘

い
が
あ
り
、
東
京
洲
高
会
役
員
会 

に
顔
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

会
社
勤
め
の
現
役
の
頃
は
、
洲
高

同
窓
会
と
言
っ
て
も
ピ
ン
と
こ
な

か
っ
た
の
が
、
シ
ニ
ア
世
代
と
な

っ
た
今
、
心
に
占
め
る
故
郷
や
母

校
へ
の
思
い
が
大
き
く
な
っ
て
き

た
よ
う
で
す
。 

 

団
塊
の
世
代
で
あ
る
昭
和
４
１

年
卒
は
、
年
１
回
の
東
京
同
期
会

に
１
５
名
前
後
が
集
ま
り
ま
す
。

「
同
期
会
が
あ
れ
ば
、
期
を
超
え

た
同
窓
会
は
不
要
」
と
言
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
が
、
東
京
洲
高
会
で

は
逆
に
期
を
超
え
て
母
校
と
故
郷

を
共
有
で
き
る
集
い
が
毎
年
開
か

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

我
々
の
よ
う
に
東
京
洲
高
会
で
の

再
会
や
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
同

期
会
が
始
ま
る
こ
と
も
あ
る
の
で

す
。 

 

東
京
洲
高
会
は
、
シ
ニ
ア
世
代

だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
洲
高
卒
業
生
が
母
校
と
故
郷
を

共
有
で
き
る
楽
し
い
集
い
を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
集
い

が
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
で
も

母
校
と
故
郷
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
よ
う
に
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
年

に
一
度
の
総
会
に
も
お
越
し
く
だ

さ
い
。
役
員
一
同
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

総
会
・
懇
親
会
の
開
催
、 

在
校
生
の
東
京
視
察
に
も
協
力 

 
 
 

正
井
敏
文
（昭
和
４
３
年
卒
） 

 

母
校
洲
高
は
、
１
０
０
年
以
上

の
歴
史
あ
る
伝
統
校
で
す
が
、
同

窓
会
東
京
支
部
は
、
昨
年
１
０
周

年
を
迎
え
た
ば
か
り
の
新
し
い
組

織
で
す
。 

 

東
京
近
郊
在
住
約
１
０
０
０
人

の
会
員
に
、
洲
高
、
故
郷
へ
の
愛

着
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
。
ま
た
、
会

報
「
東
京
洲
高
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。 

 

そ
の
準
備
に
、
年
６
回
の
役
員

会
を
実
施
し
て
お
り
、
役
員
は
昭

和
４
０
年
卒
か
ら
平
成
１
２
年
卒

ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
１
９
名
で

構
成
さ
れ
、
総
会
・
懇
親
会
に
出

席
さ
れ
た
皆
様
に
楽
し
く
、
喜
ん

で
頂
け
る
よ
う
、
ま
た
、
興
味
を

引
く
誌
面
作
り
に
と
議
論
を
重
ね

る
毎
回
で
す
。
限
ら
れ
た
時
間
で

の
会
合
で
あ
り
、
場
所
を
会
議
室

か
ら
移
し
、
ビ
ー
ル
片
手
で
の
議

論
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

本
校
で
は
、
今
年
で
４
年
目
に

な
る
「
未
来
探
求
東
京
ツ
ア
ー
」

が
あ
り
、
夏
休
み
に
在
校
２
年
生

２
０
数
名
が
来
京
。
役
員
に
よ
る

企
業
見
学
の
受
け
入
れ
、
懇
親
会

で
の
情
報
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
母
校
と
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
の
「
絆
」
を
大
切
に
し
た
い

と
の
強
い
思
い
で
活
動
し
て
い
る

の
が
、
同
窓
会
東
京
支
部
で
す
。

活
動
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

           

■
役
員
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 

★
新
役
員 

                    
 

気
分
は
高
校
時
代
！ 

同
窓
会
レ
ポ
ー
ト 

 

 

 

役員会風景 

 

会

計

責

任

者

補

会
報
担
当
補

会
報
担
当
者

事
務
局
長
補

事
務
局
長
補 ★

会
計
責
任
者

総
会
責
任
者 ★

【
幹
事

】

会
計
監
査

事
務
局
長

副
支
部

長

会
計
監

査

副
支
部
長

支
部
長

浜
辺
美
佳
子

奥
野
恵
正

伊
藤
美
喜

東
　
睦
治

米
野
雅
文

溝
上
卓
也

納
　
新
二

原
田
佐
紀
子

坂
本
敦
子

青
木
千
代

坂
本
裕
子

橋
本
　
満

中
野
英
男

富
田
メ
イ
子

岡
坂
久
隆

正
井
敏
文

榎
本
裕
子

古
池
建
一

津
田
喜
人

・
平
１
２
卒

・
平
元
卒

・
昭
５
７
卒

・
昭
５
７
卒

・
昭
５
４
卒

・
昭
５
０
卒

・
昭
４
７
卒

・
昭
４
６
卒

・
昭
４
６
卒

・
昭
４
６
卒

・
昭
４
５
卒

・
昭
４
５
卒

・
昭
４
３
卒

・
昭
４
１
卒

・
昭
４
９
卒

・
昭
４
３
卒

・
昭
４
１
卒

・
昭
４
０
卒

・
昭
４
１
卒



東京洲高 9 号 2015 年 9 月 16 日 

 

- 8 - 

 

 

【収入の部】 (平成25年度） （平成26年度） 【支出の部】 (平成25年度） （平成26年度）

科目 決算額（円） 予算額(円） 科目 決算額（円） 予算額(円）

前期繰越金 1,041,034 969,243 役員会・事務関係費 199,269 200,000

本部補助金 100,000 200,000 振込み手数料等 27,220 30,000

年会費 346,000 360,000 会報印刷費 50,715 50,000

総会費 492,000 560,000 総会費通知費用 166,978 170,000

寄付金等 85,000 50,000 総会費 602,135 768,000
その他（利息） 229 0 広告代（県人会） 10,000 10,000

収入合計 1,023,229 1,170,000 ホームページ費用 38,703 40,000

収入総計 2,064,263 2,139,243 寄付金等 0 0

今期支出合計 1,095,020 1,268,000

次期繰越金 969,243 871,243

☆
平
成
二
六
年
総
会
決
議 

［一
号
議
案
］ 

平
成
二
五
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件 

［二
号
議
案
］ 

平
成
二
六
年
度
予
算
案
承
認
の
件 

［三
号
議
案
］ 

年
会
費
見
直
し
案
報
告
並
び
に
承
認
の
件 

      

                                

             

 

                        

                                      

平成 27 年度洲本高校同窓会東京支部 

第 11 回 総会・懇親会開催のご案内 
 

開催日時：平成２７年１１月 7日（土） 

           受付：10:00 総会：11:00 懇親会：12:30 

開催場所：東京霞ヶ関ビル 35階「東海大学校友会館」、TEL：03-3581-0121 

総会議事：平成 26 年度会計報告、平成 27 年度予算報告など 

 

講演会：「淡路の文明開化と教育」 

・講師：浦上雅史（うらかみ まさふみ）氏 

・講師略歴：洲本高校 23期生 （昭和 46年卒)。元淡路文化史料館館長、

現在厳島神社宮司並びに日本考古学協会会員。 

・講師のひとこと：幕末明治の激動期に近代淡路の先覚者たるリーダー

がいました。その人の名は安倍喜平（あべきへい）と言います。安倍喜

平は自ら塾を開き多くの人材を育て、近代化の道を切り開いていきま

す。喜平が歩んだ道は、郵便、電信局の設置、淡路新聞の発行、蒸気船

の開通、紡績会社の誘致、など今日の洲本の基礎を築いたといっても過

言ではありません。そして、教育改革にも深くかかわり、県立洲本中学

校が生まれたのも喜平達の尽力があったからです。 

 淡路の福沢諭吉と称される安倍喜平という人物を通じて、淡路の近代

化と洲中が生まれるまでの教育制度の変遷を皆さんと共に見ていきた

いと思います。 

 

懇親会：着席でテーブルを囲み、和洋バイキングとお飲み物で懐かしい

洲高青春時代を思い出し、大いに飲み、語り、楽しいひとときをみんな

で過ごしましょう！ 昨年も淡路島クイズ等で、大変盛り上がりまし

た。本年も種々手づくりの秘策を考えております。ぜひご参会ください。 

※懇親会の景品募集中！ 趣味の手作り品、宣伝したい商品などござい

ましたら、ぜひ、事務局（表紙掲載）までご連絡をお願いいたします。 

 

支部年会費：２,０００円  

総会懇親会費：８,０００円（平成 22 年以降の卒業で、首都圏に在学中

の学生の方は、事前申込みで無料ご招待） 

出欠のお返事、および会費のお振り込みは、10 月 10 日（土曜）ま

でによろしくお願い申し上げます。 

 

年会費お支払い、寄付のお願い 
 毎年、年会費、寄付にご協力いただ

き感謝申し上げます。昨年は 220 名の

方に年会費を頂き、24 名の方に寄付を

いただきました。 

総会、懇親会に参加できない方も東

京支部の活動継続のために、年会費の

お支払いにご協力をお願いします。 

 従来、普通会員、維持会員で会費が 

分かれていましたが、支部活動の財政

緊迫から昨年度の総会で会費の統一が

承認されました。今年度から会費は２,

０００円 に統一します。この枠を超

えて応援していただける方は寄付とい

う形をお願い申し上げます。 

 近年、関東地区への進学、就職が減

っており、東京支部としては、母校洲

本高校の活性化のためにも関東で働く

卒業生を増やしていくことが必須と考

えております。微力ではございますが、

このための活動を支えるためにも本支

部活動の継続は必要であると考えてお

ります。 

ご存じですか？ 

東京洲高同窓会ホームページ 

同窓会東京支部では、ホームページを公

開しています。総会・懇親会の情報や、

過去の懇親会の写真、同期会の写真など

お載せしていますので、ぜひ、ご覧くだ

さい。 http://www.tokyosuko.jp 

■同窓会レポート募集中！ 

首都圏在住の卒業生で同窓会（同期会）

に出席された方、ホームページに写真と

レポートを載せませんか？ ホームペー

ジのメニューで「連絡」をクリックして

メール添付でお送りください。お待ちし

ています！ 

 

 

http://www.tokyosuko.jp/

